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 ＳＳＴＫさくら草だより

デイセンターさくら草・アトム（広報誌の封入作業を担当しています）

「旬」の職員さんにインタビューをしました！
いつもおいしい給⾷を作ってくださっている｢ワーカーズコレクティブ旬｣の職員の根岸さんと⿊
⽻さんにインタビューをさせていただきました。さくら草の⼈たちのために⼯夫してくださって
いることや、働いていてうれしかったことなど、いろいろなお話を伺うことができました♪
⼯夫してくださっていること
<根岸さん>
⾷形態に合わせた調理⽅法や、普通⾷の⼈でも⾷べやすいメニューを考えています。また、
ミルサー⾷を市販のものと⽐較する機会があったのですが、⼿作りのものと市販のものでは
味が全然違いました。ミルサーにすると味が凝縮される感じがあって、味の違いがとてもよ
く分かります。
<⿊⽻さん>
作った⾷事の写真を撮っておいて、ボリュームや⾊合いはどうだったか⾒直しています。来
年以降、メニューを考える時に参考にできるように、写真は記録して残しています。
さくら草には⾝体が弱い⽅もいらっしゃるので、衛⽣⾯にもとても気を遣っています。野菜
は三回洗い、揚げ物の温度も測りながら作っています。
うれしかったことややりがいを感じられること
<根岸さん>
｢おいしかった｣とか「おかわりしたかった」と⾔われるとうれしいです。また、給⾷では野菜
をたくさん使っているので｢便秘が解消した」という話を聞くこともできました。
<⿊⽻さん>
障がいのある⽅と接することは少ないので初めは⼾惑いもありましたが、おいしく⾷べてもら
えていてうれしいです。

さくら草の⽅へメッセージ
<根岸さん>
いつもきれいに⾷べていただいてありがたいです。みなさんの感想を聞
きたいので、もっともっと⾔ってもらえるとうれしいです。
<⿊⽻さん>
さくら草の職員さんたちは、利⽤者さんに愛情をもって、⼀⼈⼀⼈に合
わせたペースで⾷事介助をしているのが⾒ていて伝わってきます。仕事
だからやっているという感じではなく、利⽤者さんのことを⼤事にして
いることを⾒ていて感じました。

旬の職員の⽅々



7/１「障がいがある⼈の意思決定⽀援を学ぶ」(北嶋、川島) ８/18 半固形栄養剤対応研修 (佐藤、鈴⽊)
7/5,12,19 ⾏動援護従業者養成研修（杉本） 8/23 話し⽅・折衝・交渉⼒・向上研修（⼋⽊）
７/17,21  移送サービス運転者協⼒者認定講演会（根岸） 9/2 実践における発達障害児/者の⽀援を考える 

  (市川、北嶋)
７/３０筋緊張の⾼い重度脳性⿇痺児・者への理学療法の実際(平) 10/4 半固形栄養剤対応研修 (近藤、齋藤)
8/２ ⾼次脳機能障害者⽀援者研修会(市川、佐藤) 10/11 福祉業界チャレンジプログラム（野島）
8/5,12,26 ⾏動援護従業者養成研修
 （近藤、渡邉、岸本、平⽥） 10/28 デイセンターさくら草・アトムおまつり

いぶき菜園 .。○* ∼秋∼
春に植えた野菜たちの収穫も終わりに近
づき、9月から“もものすけ(カブ)"、“聖護
院大根”、“ベビーキャロット”の種を蒔き
、育てています。　季節に合わせて植え
るものが違うので楽しいです。(yoshi)
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＜デイセンターさくら草・アトム・いぶき活動報告＞ （２０１７年７⽉１⽇〜２０１7年１０⽉３1⽇）

健康診断：年２回／通院介助、静的弛緩誘導法訓練会参加、陶芸、せっけん教室：適宜
誕⽣会：各誕⽣⽉／理容カット、体重測定、各班避難訓練、各班イベント、⾳楽療法、

アロマセラピー、給⾷会議、家族会：⽉１回／美容カット、安全委員会：隔⽉／各会議：⽉１回〜

“⽕事だー！！”

Happy Halloween!!
　去る10月2日(火)、川口市立新郷小学校の美化ボランティア委員会に
所属する5，6年生21名と先生4名がいぶきを訪問されました。新郷小
学校では牛乳パックのリサイクルを行っていて、普段美化ボランティ
ア委員会の主な活動は、1年生に牛乳パックの開き方を教えることだ
そうです。今回、その委員会のメンバーがいぶきの壁に絵を描きに来
てくれました！あらかじめ先生より絵のテーマの要望をお訊ねいただ
いたので、季節的にハロウィンをチョイス。インターネットで調べた
イラストを片手に、子供たちは思い思いにチョークでハロウィンにま
つわる絵を描いてくれました。出来上がった絵はカラフルでかわいく
て、元気の出るものばかり。利用者さんも職員も壁面を見て笑顔にな
りました。新郷小学校の皆さん、ありがとうございました！！(川島)
★後日、帰りの送迎車に乗り込むところを見掛けた新郷小の女子生徒さんが「こんにちはー！！」
と声を掛けてくれました。絵を描きに来てくれた生徒さんだった様・・これから益々、交流の輪が
広がっていけば嬉しいなぁ＊＊　Happyな気持ちをたくさん頂きました♡

10月下旬より、越谷特別支援学校
から11名の実習生を順次受け入れ
予定です。また、11/18(土)の越谷
特別支援学校のおまつり“越陽祭”で
いぶきからも出店予定でいます。

いぶきの今後の
予定として・・

9月28日(木)に消防署員さんにもご協力頂いて、いぶきで初めての避難訓練
を行いました。火災報知器を鳴らして実際の場面さながらに。利用者さんは
スムーズに外へ出て、全員無事に避難！ ..おやおや..報知器が鳴り止まないぞ..
？と裏側ではてんやわんやな場面もありましたが、避難としては問題なく終え
る事が出来ました。その後の消火器訓練は利用者さんも一緒に体験し、有意義
な時間が過ごす事が出来ました。     (鈴木ょ)



キッズさくら草
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７⽉、８⽉はキッズの夏休みでした！平常時より⻑く⼀緒に過ごせるので、楽しい事たくさ
ん♪♪今年は、スイカ割り、プール、映画、メインはコスモス班＆アトム班合同イベント、
「流しそうめんフェス」に参加させていただきました！
みんな楽しそう♪♪ドキドキ、わくわくした表情を⾒せてくれました！
 これからも「楽しかった〜♪」と思う事を、⽇々の中で⾒つけられるような活動を⾏なっ
ていきたいと思います。

アシストさくら草
皆さんこんにちは！新しいヘルパーさんが⼊りましたのでご紹介したいと思います。
皆様よろしくお願いいたしますね♡

５⽉から週２回ヘルパーで働き始めました。働く時間が短く不
器⽤なので、なかなか慣れませんがよろしくお願いします。

はじめまして。移動⽀援等を通じて利⽤者様⽅がより良い社会⽣活を
送ることができたらうれしく思います。さくら草にかかわる利⽤者様
⼀⼈⼀⼈の⼈⽣に関わらせて頂くこと、その時その⼀瞬を⼤切にした
いと考えております。共に私も成⻑していきたいです。障害者福祉に
関わり、まだまだ⽇が浅いですがよろしくお願いいたします。

はじめまして。若輩者ですが精⼀杯がんばります。
よろしくお願い致します。

以上、３名です。
皆様どうぞよろしくお願い致します。

⽥内 光代ヘルパー

服部 豊ヘルパー

⼄⽥ 慎太郎ヘルパー



虐待の種類のおさらい。があったり、
こんな時に困った。どうしようなど皆の体験談を話してもらったり
T字分析のワーキングをしたり
皆で楽しく勉強しました。

〜勉強会を⾏いました〜
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６⽉にゆずのヘルパー会議がありました今回は虐待防⽌について、研修を
受けた職員（⼋⽊）より以下の報告があり、みんなで共有しました。
＜虐待防⽌報告＞
虐待の防⽌については、気づきがとても⼤切。
起こってしまってからは出来る事は限られてくる。
気づきを防⽌につなげるために、ヒヤリハット事案を多く共有しておく事
が⼤切。
事案を多く報告してもらったり、防⽌への話し合いをしたりするためには
、なぜ、そうなってしまったか（マイナス要因）に注⽬するよりも、なぜ
、その程度で留まったのか（プラス要因）をより多く出してもらった⽅が
良い。⇒T字分析の活⽤

サポートゆず
                （⼋ ⽊  丈 彦）



てんハウスぐりん
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暑かった夏が過ぎ、すっかり秋になりました。
てんハウスぐりんは、今年で３年目になりました。他事業所同様に、半年が過ぎようとしていま
すね・・・早いものです。ぐりんも今年の４月から新しい職員も加わりました。
遅くなりましたが、簡単に紹介します。

てんハウスぐりん⽥邉 奈良

小川　仁
小川と申します、利用者様から信頼して

頂ける支援を心がけます。

奈良　彩華
至らない点ばかりですが、皆さんと連携を

とりながら頑張ります。

ぐりん　研修報告 ☆誕⽣会☆

暑かった夏が過ぎ、すっかり秋らしい気候になりました。てんハウスぐりんは、今年で３年
⽬になります。新しい職員を迎え、新たなメンバーで⽇々を送っています。今年はショート
スティの利⽤も増えました。⾃分のスキルを客観的に捉える良い機会にもなりました…先輩
職員⽅に習い、柔軟に対応できるよう精進したいと思います！ （奈良）

４月と５月に誕生会を行いました。
～４月の誕生日の利用者さん～
コスモス班の梅原園子さん。
みずき園の石井智子さん・蓜島正宏さんです。
～５月の誕生日の利用者さん～
コスモス班の天沼大地さん。
美味しいケーキを召し上がり、音楽を聴きなが
らまったりと食事をし過ごしました。
誕生日ではない利用者さんも盛り上がっていま
した。　　　　　　　　　　　　　　（田邉）

障害者福祉施設、職場の従事者による虐待が
増えつつある現状に直視し、防止すると共に
早期発見、それに対する対応について学び自
身が間違っていた知識、支援をしていた事が
多々あることに気づかされました。得た知識
を元にグレーゾーンに向き合い、職員全員が
何でも相談し合える風通しの良い場所にした
いです。
「障害者虐待防止、権利擁護研修」（大口）



編集後記
２０１７年も残り僅かになりましたね。
この間、２０１７年を迎えたと思ったの
ですが・・・⽉⽇が早く感じられるのも
、みなさんと⼀緒に過ごす時間が楽しい
からだと思う今⽇この頃です。（F）

✿さくら草だよりは晃新印刷様のご厚意を頂き印刷し
ております✿

【 決算書の要点  ★ 職員補充と待遇改善、  ★ 研修費増による⼈材育成 】 
 ☆収⼊は増、⼈材確保のため常勤職員補充による事業⽀出の増。☆⼈件費率７８．９％（前々年度
７６．６％）☆収益性 ４．４％ （前々年度７．７％）（活動収⼊に占める活動収⽀差の割合） 
      収益性の減は、職員待遇向上および研修費にも経費をかけ、（⽀援の質の向上）⽀援体制固めと
⼈材育成に経費をかける⽅針であった。また医療的ケア対応のグループホームと相談⽀援事業は、持
出しで実施している。☆必要な「通所施設」「グループホーム」など施設整備を、今後も法⼈持ち出
しで事業拡充をしていく。法改正により⼀定の内部留保（社会福祉充実残額）がある場合は、社会福
祉充実計画を策定し所轄庁に申請することが義務付けられた。当法⼈の社会福祉充実残額は、計画を
義務化される額ではないが利⽤者ニーズに沿って事業の拡充を図っていく。  （ ⼭本 ）
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